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め
で
た
さ
は 

ど
れ
く
ら
い 

昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
、
い
よ
い
よ
〈
コ
ー
キ
コ
ー
レ
ー
者
〉。 

外
皮
は
す
っ
か
り
硬
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、 

戦
場
か
ら
の
映
像
が
突
き
刺
さ
り
ま
す
。 

去
年
こ
の
欄
に
「
平
和
が
強
ま
り
ま
す
よ
う
に
」
と
書
い
た
の
は
、 

…
 

空
し
い
こ
と
で
し
た
。 

分
か
っ
て
い
ま
す
、
正
月
で
す
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
申
し
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

で
も
皆
さ
ん
、
め
で
た
さ
は
「
ど
れ
く
ら
い
」
で
す
か
。 

そ
の
昔
、「
中
く
ら
い
な
り
」
と
詠
ん
だ
俳
人
が
い
ま
し
た
ね
。 

今
年
は
、
せ
め
て
「
中
く
ら
い
」、 

で
き
れ
ば
「
ま
ず
ま
ず
」
へ
向
か
う
兆
し
が
あ
り
ま
す
よ
う
に 

―
 

ク
ロ
ー
バ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て
は
創
立
二
十
六
周
年
目
。 

力
及
ば
ぬ
点
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

誠
実
で
あ
る
こ
と
で
は
引
け
を
取
り
た
く
な
い
、 

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

二
〇
二
四
年 

年
頭 

 
 

 
 

山
下
幾
雄(

理
事
長) 

 

←毛糸で作った干支の龍 （デイサービス利用者作成） 
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中
国
語
で
は
映
画
を
電
影
と

い
う
。
た
だ
普
通
は
戲へ

い

で
、
映

画
館
は
戲
院

へ
い
ゆ
ん

と
な
る
。
香
港
で

「
邦
画
」
に
当
た
る
の
は
、
香

港
製
、
台
湾
製
、
中
国
製
で
、

こ
れ
ら
を
國
片
と
呼
ぶ
。 

使
用
言
語
に
よ
っ
て
、
粤え

つ

語

片(

広
東
語)

、
國
語
片(

北
京

語)

に
分
か
れ
る
。國
片
に
は
必

ず
北
京
語
の
字
幕
が
付
く
。
香

港
、
台
湾
製
な
ら
、
加
え
て
英

語
の
字
幕
も
付
く
。
日
本
映
画

も
そ
う
な
る
が
、
広
東
語
吹
き

替
え
版
も
あ
る
。
英
米
の
映
画

な
ら
北
京
語
だ
け
、
仏
伊
な
ど

は
、
最
初
か
ら
英
語
吹
き
替
え

版
な
の
で
、
北
京
語
字
幕
だ
け

に
な
る
。
テ
レ
ビ
も
似
た
よ
う

な
も
の
で
、
台
湾
で
は
原
住
民

(

公
式
語)

語
も
加
わ
り
、
画
面

が
字
幕
だ
ら
け
で
あ
る
。 

新
東
宝
発
足 

一
九
四
六
年
に
引
揚
げ
て
き

た
西
本
正
は
、
ま
ず
日
映(

日
本

映
画
社)

に
入
る
。
日
映
は
戦
時

統
合
で
で
き
た
社
団
法
人
で
、

敗
戦
後
、
解
散
の
後
、
㈱
日
映

と
し
て
再
発
足
。
社
長
は
満
映

の
根
岸
寛
一
で
、
右
も
左
も
ご

っ
ち
ゃ
混
ぜ
の
所
帯
で
あ
っ
た
。 

そ
の
頃
、
東
宝
は
大
ス
ト
ラ

イ
キ
中
で
、
組
合
の
事
務
局
長

仲
沢
半
次
郎
か
ら
、｢

東
宝
に
来

い｣

と
誘
わ
れ
る
。ス
ト
ラ
イ
キ

の
中
心
は
、
共
産
党
系
の
第
一

組
合
。
配
給
、
営
業
部
門
が
第

二
組
合
を
結
成
。
つ
づ
い
て
、

大
河
内
傳
次
郎
、長
谷
川
一
夫
、

原
節
子
、
高
峰
秀
子
ら
十
人
の

ス
タ
ー
が
「
十
人
の
旗
の
会
」

を
立
ち
あ
げ
、
第
三
組
合
が
で

き
る
。
四
百
三
十
八
人
の
従
業

員
が
第
一
組
合
を
脱
退
し
、
そ

の
動
き
に
つ
づ
い
た
。
そ
の
声

明
を
書
い
た
の
が
、
市
川
崑
で

あ
る
。 

東
宝
の
経
営
者
は
、
こ
の
第

三
組
合
に
出
資
、
一
九
四
七
年

三
月
、
ス
ト
開
始
一
年
後
に
、

新
東
宝
を
発
足
さ
せ
た
。
西
本

正
は
こ
こ
に
入
社
し
た
わ
け
で

あ
る
。
助
手
と
し
て
腕
を
み
が

き
な
が
ら
十
年
、
香
港
か
ら
声

が
か
か
っ
た
。 

香
港
へ 

カ
ラ
ー
と
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ

の
技
術
を
教
え
る
カ
メ
ラ
マ
ン

を
貸
し
て
ほ
し
い
と
、
シ
ョ
ウ

ブ
ラ
ザ
ー
ズ(

劭
氏
兄
弟
有
限
公

司)

社
長
ラ
ン
ラ
ン
・
シ
ョ
ウ

(

卲
逸
夫)

か
ら
、
新
東
宝
に
要

請
が
あ
っ
た
。
西
本
正
は
、
一

九
五
七
年
、
初
め
て
香
港
へ
渡

る
。
若
杉
光
夫
監
督
と
込
み
だ

っ
た
。
作
品
は
『
異
國
情
鴛
』

（
一
九
五
八
）
で
、
香
港
と
韓
国

の
合
作
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
韓
国
は
二
十
世

紀
末
、
金
大
中

キ
ム
デ
ジ
ュ
ン

が
大
統
領
と
な

り
、
よ
う
や
く
日
本
映
画
が
解

禁
と
な
っ
た
。
香
港
と
の
交
流

は
長
く
盛
ん
で
あ
っ
た
。
七
十

年
代
に
韓
国
に
行
っ
た
と
き
、

ど
う
し
て
こ
う
も
香
港
映
画
を

や
っ
て
い
る
の
か
と
不
思
議
に

思
っ
た
。
こ
ち
ら
の
認
識
不
足

だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

当
時
は
李イ

承
晩

ス
ン
マ
ン

の
反
日
時
代

だ
っ
た
か
ら
、
韓
国
と
の
合
作

で
は
、
日
本
を
隠
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
若
杉
光
夫
は

華
克
毅
、
西
本
正
は
、
主
演
女

有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家。 

写真は、香港ゴールデン・ハーヴェスト撮影所にて、1981年

筆者撮影。 

香港の新聞の映画広告 
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優
の
尤ユ

ー

敏ミ
ン

が
倪
夢

イ
ー
ム
ー

東ト
ン

と
名
付
け

て
く
れ
た
。 

尤
敏
は
一
九
六
二
年
か
ら
二

年
間
で
、
『
香
港
の
夜
』
な
ど

東
宝
と
の
合
作
四
本
に
出
演
し

た
。
週
刊
新
潮
の
表
紙
に
も
な

り
、
「
第
二
の
李
香
蘭
」
と
称

さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
李
香
蘭(

山
口
淑
子)

は

一
九
五
〇
年
代
、
香
港
で
ブ
ー

ム
と
な
り
、
九
本
の
作
品
に
出

演
し
て
い
る
。 

ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
三
本
の
映
画

に
出
た
彼
女
は
、
夫
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
と
も
ど
も
、
赤
狩
り
旋

風
の
中
で
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
尾
行
が

つ
い
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
公
文

書
館
に
は
、ぶ
厚
い｢

山
口
淑
子

フ
ァ
イ
ル
」が
現
存
し
て
い
る
。 

ノ
グ
チ
と
離
婚
し
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
回
り
で
香
港
に
来
た
山
口

淑
子
は
、
『
神
秘
美
人
』(

一
九

五
七)

に
出
演
、
本
人
の
希
望
で

カ
メ
ラ
は
西
本
正
が
担
当
、
監

督
は
若
杉
光
夫
だ
っ
た
。 

西
本
正
は
二
本
を
撮
影
し
て
、

半
年
後
に
帰
国
。
こ
の
時
期
に

新
東
宝
で
中
川
信
夫
と
代
表
作

『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
（
一
九
五

九
）
を
は
じ
め
八
本
で
コ
ン
ビ

を
組
ん
で
い
る
。 

再
び
香
港
へ 

シ
ョ
ウ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

が
カ
ラ
ー
の
超
大
作
『
楊

貴
妃
』
を
製
作
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
巨
匠
李リ

ー

翰
祥

ハ
ン
シ
ャ
ン

監
督
は
、
西
本
正

の
カ
ラ
ー
撮
影
の
ラ
ッ

シ
ュ
を
見
て
感
心
し
て

し
ま
う
。 

こ

こ
か

ら
西
本

正
は
賀ホ

ー

蘭
山

ラ
ン
シ
ャ
ン

と
名
乗
る
。
カ
ラ
ー
や
照

明
の
技
術
で
欠
か
せ
な
い
人
材

と
な
っ
た
。
『
楊
貴
妃
』
（
一
九

六
二
）
で
カ
ン
ヌ
の
賞
を
と
り
、

そ
れ
は
決
定
的
な
も
の
に
な
る
。

李
監
督
と
は
四
作
品
で
組
ん
だ
。 

も
う
一
人
、
重
要
な
の
が
胡

金
銓(

キ
ン
フ
ー)

監
督
。
日
本

や
台
湾
に
も
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン

が
い
て
、
研
究
書
も
あ
る
。『
大

酔
狂
』
（
一
九
六
九
）
は
、
『
座

頭
市
』
や
『
椿
三
十
郎
』
の
ア

イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
、
ワ
イ

ヤ
ー
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が
こ
の

時
か
ら
武
侠
映
画
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。以
後
、香
港
、

台
湾
で
は
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
が

量
産
さ
れ
る
。
キ
ン
フ
ー
は
台

湾
で
『
龍
門
客
棧
』(

一
九
六
七)

を
撮
っ
た
。 

日
活
の
監
督
を
呼
ぶ 

東
南
ア
ジ
ア
で
上
映
す
る
た

め
、シ
ョ
ウ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
、

日
活
の
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
を
二

百
本
ほ
ど
ま
と
め
買
い
を
し
て

い
た
。
つ
い
て
は
、
そ
の
監
督

た
ち
に
香
港
で
撮
っ
て
も
ら
う

方
針
と
な
っ
た
。
六
十
年
代
後

半
か
ら
七
十
年
代
に
か
け
て
の

こ
と
で
あ
る
。 

ま
ず
井
上
梅
次
で
、
自
作
の

松
竹
『
踊
り
た
い
夜
』
や
裕
次

郎
の
『
嵐
を
呼
ぶ
男
』
の
リ
メ

イ
ク
も
含
め
、
西
本
正
は
五
本

組
ん
だ
。 

中
平
康

や
す
し

が
つ
づ
く
。
や
す
し

、

、

、

だ
か
ら
楊や

ん

樹
希

す

ー

し

と
名
乗
る
。
自

作
の
『
狂
っ
た
果
実
』
の
リ
メ

イ
ク
な
ど
四
本
。古
川
卓
己(

載タ
イ

高
美

カ
オ
メ
イ)

は
、自
作『
太
陽
の
季
節
』

の
リ
メ
イ
ク
な
ど
二
本
。
大
映

か
ら
は
、
ビ
ル
マ
戦
線
生
き
残

り
の
村
山
三
男
、
三
ヵ
月
で
三

本
の
早
撮
り
を
や
っ
て
の
け
た
。 

『
風
の
又
三
郎
』
や
『
有
楽
町

で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
の
島
耕
二

も
二
本
撮
っ
て
い
る
。
島し

ま

さ
ん

な
の
で
、
中
国
名
史し

ー

馬
山

ま
ー
さ
ん

。 

日
香
合
作
で
松
尾
昭
典
の

『
亜
州
秘
密
警
察
』
と
い
う
の

も
あ
る
。 

『猛
龍
過
江
』 

一
九
六
九
年
、
西
本
正
は
独
立

し
Ｃ
Ｍ
を
作
る
会
社
を
始
め
た
。

一
九
七
二
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
の
レ
イ
モ
ン

ド
・
チ
ョ
ウ
か
ら
連
絡
が
入
る
。

ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
が
、
西
本
正

に
撮
影
を
頼
み
た
い
と
言
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
が
、
ロ

ー
マ
に
ロ
ケ
し
た
『
ド
ラ
ゴ
ン

へ
の
道
』（
猛
龍
過
江
一
九
七
三
）

だ
っ
た
。 

ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー(

李
小
龍)

は
つ
づ
く
ア
メ
リ
カ
と
の
合
作

『
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
』(

一
九
七

三)

の
あ
と
急
死
し
た
。
し
か
し
、

彼
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
今
で
も
世

界
中
の
映
画
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。 

撮影中の西本正と尤敏(1936～1996) 



 

 

 

 

 

 

クリスマスコンサート開催（デイ） 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸接骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 

 

 （五十音順） 

 

編 

集 

後 

記 

 
 

「
野
球
し
よ
う
ぜ
」の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
共
に
大
谷
翔
平
選
手
か

ら
の
贈
り
物( 

子
供
用
グ
ロ
ー

ブ) 

が
全
国
の
小
学
校
に
届
き

は
じ
め
て
い
ま
す 

▼
十
年
総
額

一
千
億
円
を
超
え
る
契
約
で
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
・ 

ド
ジ
ャ
ー
ス
に
移

籍
し
た
大
谷
翔
平
選
手
、「
野
球

こ
そ
が
自
分
が
充
実
し
た
人
生

を
送
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
こ
と
で
、
子

供
た
ち
に
夢
を
与
え
、
勇
気
づ

け
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば…

と
、
日
本
全
国
す
べ
て
の 

小
学
校
に
グ
ロ
ー
ブ
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た 

▼
ま
た
移
籍
先
の

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
同
僚
ジ
ョ
ー
・ 

ケ

リ
ー
投
手
か
ら
背
番
号
十
七
番

を
譲
っ
て
く
れ
た
お
礼
と
し
て
、

ケ
リ
ー
投
手
の
妻
に
高
級
外
車

ポ
ル
シ
ェ 

の
新
車
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
後
も
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
大
谷
選
手
は
話

題
を
集
め
て
い
ま
す 

▼
か
つ
て

の
桑
田
・ 

清
原
の
Ｋ
・ 

Ｋ
コ
ン
ビ

に
あ
こ
が
れ
た
私
た
ち
の
世
代

将
来
な
り
た
い
職
業
で
一
番
に

上
が
っ
て
く
る
ほ
ど
、
野
球
人
気

が
す
ご
か
っ
た
で
す
が
、
今
は
ユ

ー
チ
ュ
ー
バ―

や
、
サ
ッ
カ
ー
人

気
に
お
さ
れ
、
野
球
を
し
た
こ

と
が
な
い
子
供
た
ち
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
今
年

は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
か
ら
始
ま
り
、
日

本
人
初
の
Ｈ
Ｒ
王
に
輝
き
、
超
大

型
契
約
で
大
き
な
夢
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た 

▼
ち
な
み
に
時

給
に
換
算
す
る
と
２
３
６
４
万

円
、
分
給
３
９ 

万
円
、
秒
給
６
５

６
７
円
と
の
事
、
ま
さ
に
規
格
外

で
す
ね
。           < 

編
集
子 > 

瑞穂小学校生徒が訪問（デイ） 

 

12 月 24 日（日）バイオリン奏者の

野口礼子さんをはじめ 3名を招き、バ

イオリンとチェロのクリスマスコンサー

トを開催しました。    

「きよしこの夜」「ジングルベル」な

どクリスマスらしい曲目や、童謡・唱

歌など全 12 曲を演奏され、利用者さ

んも「どんぐりころころ」など童謡を演

奏に合わせ歌われました。  

『生演奏は体に響いて気持ちがす

っとする。良かった！』と利用者さん。

素敵なクリスマスイブになりました。 ↑生演奏に合わせ、歌うデイ利用者さん 

 

￥ 

 

12 月 1 日（金）瑞穂小学校 6 年生の生徒の訪問がありま

した。 「10 年後の京丹波町を考える」というテーマで、京丹

波町の未来を考える総合的な学習をされています。  

「京丹波町の良い所は？」など、生徒たちが質問をし、利

用者さんは微笑みながら丁寧に返事をされていました。 

↑利用者さんに質問をする生徒たち 

 

￥ 

 


